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朋贈
●作 ･ 演出 ･ 音楽 = 寺本 建雄 ●振り付lナ = 室町あかね ●衣装 = たかひら みく

●日時● 2 0 1 7 年 3 月2 0 日 ′

∃ . 春分の日)

開場1 2 : 3 0 開演1 3 : 0 0

●場所● こもれびの降る丘 遊楽備 (宮城県石曹市北村字前山1 5 -

1 )

●料金● 全席自由 大人1 ,0 0 0 円 宇ども5 0 0 円 ( 6 歳 ～ 1 8 歳)

第 一 部/ 寺本 建雄 参加型コ ンサ ー ト 1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 4 0

第= 部/ ミュ ー ジカル ｢ とびだす1 0 0 過りのありがとう｣ 1 3 : 4 0 ～ 1 5 : 1 0

川の上 ･ 百億館にて (石巻市小船越宇山畑3 4 3 -

1)



ドキ ュ メ ンタリ
ー シネ マ M U S I C A L 『とびだす1 0 0 通りの ありがとう! 』 は宮城県

石巻地域の3 歳 ～ 8 3 歳まで の被※者1 1 2 名の出演者が日本中 ･ 世界中から寄せられた

支援に対する感謝の気持ちを忘れない ために2 0 1 2 年3 月1 8 日､ 東京
･ 銀座の ブロ ツ

サム劇場で2 , 4 0 0 人の観客を前に語り､ 歌い ､ 踊 っ た作品の映像です ｡

2 0 1 5 年9 月1 1 日､ ｢ ニ ュ ー ヨ ー

ク同時多発テ ロの犠牲者と石巻A L T テイラ ー 先生

の追悼コ ンサ ー ト( N e w Y o r k S o ci e t y f o r E t hi c a】 C ult u r e C o n c e rt H aL[ ) ｣ ､ 翌

1 6 年3 月1 2 日にはシア トルの ｢S h o u t O u t t o J a p a n ( T e a tr o Zi n Z a n ni )｣ にも招

鰐され絶賛されました ｡ しかし､ これまで心 より応援して くださ っ た石巻地域 には ､

ご覧い ただい てない方々がまだ大勢い ら っ しゃ い ます ｡ そこで ､ この作品を是非観て

い ただきたく思い ､ このたび上映会を企画しま した ｡

協力 : 石巻市､ 乗松島市､ 女川町 ､ 公益財団法人石巻市芸術文化振興財団､ 石巻市教育委員会､ 兼松島市教育委員会､

女川町教育委員会､ 石巻市文化協会､ 東松島市文化協会､ 石巻日日新聞社､ 石巻かほく､ ラジ オ石巻F M 7 6 . 4
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この映像は､ まさに 3 .1 1 の

冷凍保存だ｡ ず つ と新鮮 に残

りつ つける｡ ( 山根木晴久)

戦争に負 けて 1 9 年で新幹線

を走らせオリ ン ピッ クを成

功 させ た頃､ 国も本気 だ っ

た｡ い ま 国は本気 出してい

るのか｡ きよ うの みな さま

の本気､ 国の人た ちに観て

もらい たかっ た ｡ 感動 しま
･

.

した ｡ (T イ)

出演 者のみ なさん ｢生 書て

てくれてありが とう｡｣
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感動 い っ ぱい の ミ ュ
ー

ジカ

ル だっ た ｡ 舞 台から くり返

される 椅5 りが とう｣ の声

に応 じて最後 には観客 から

も 拍手と ともに ｢あり がと

う｣ の声 が 沸 き起 こ っ た｡

ぽくもそれに加わ っ てい た｡

( 小田島雄志)

も つ ともつ と沢山の人々 に､

日本 中
･ せ界 中の 人 に観 て

も らし1 たし1 ｡ 二度 と こ んな

作 品を観 るこ とはも う出来

な いで しよ う｡ 過大感動 を
･

.
ありがとう｡ 佃 村

一

郎)

･

●

想 像を 絶す る苛 酷な 体験､
○

･

辛 さ､ 悲 しみ ､ くや し さ､

後悔
… みなさまの姿 がこ ん

･

.

なに気高いなんて
･ ･ ･

｡ ( H ･ Y)
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ひん しゆくを買 うかも知れ
●

･

ません が､ 舞台の みなさま

が実 しく輝し1 て うらやま し

か っ た ｡ 最も苦 しんだ人が

薮も幸せ にな れる権利があ

るんだと思い ました｡ ( R
･

K )
.

･

涙が止 まらなか っ た ｡ 小さ

い 子 供 もガ ン バ ッ て い る ｡

1 仕事の悩 みなどパカ らしく
●

･

.
思えました｡ (Y

･
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◆作
･

演出
･

吉葉

寺本建雄

(L A L A L A O 冊C e LL C)

北海道の お寺の 生まれ｡ この道に入る前は東京都

の役人で建築の検査官｡ 今まで作曲したミ ュージ
カルナンバーは8 0 0 曲を超える｡ 第1 9 回 菊田

一

夫演劇鬼はじめ受輿多数｡ ひと目で彼の作品とわ

かるイラストもすごい ｡ 昔の 出る物は何で も楽器

にし演奏する｡-一人コン サ ー トも講演会も人気｡

2 0 1 5 年9 .1 1 ニ ュ
ー

ヨ
ー

クテロ追悼コンサ
ー

ト

に招碑され ､ 2 0 1 6 年3.
1 1 シアトルでのコンサー

トと上映会でも絶賛された｡

構成台本 ･ 演出 ･ 青菜
･

美術/ 寺本建雄

撮影デイレクタ
ー ･

プロデュ
ー

サ
ー

/ 川松文男

音響/ 祖父江 晃

照明/ 坂本幸 一

舞台監督/ 原有人

振付
･ ステージング/ 室町あかね

振付助手/ かずゆうと

衣装/ たかひら みく

撮影技術/ 川添正春 川松文男

編集/ モンスタ
ー ゾ ー ン

英語学蒋/ 寺本ららら
･ ジェ ー ン ･ コードリー

技術協力/ 手塚正僑 武井文均 Vis u al E d u c a tio n J a p a n

総合プロデューサ
ー

/ 祖父江 霧宗

制作/ L A L A J A O fFic e L L C

協力/ 支援する乗京の会

ギタ
ー

製作/ ヤイリギタ
ー




